
武満 徹           北村朋幹［ピアノ］ 
  

武満徹 ピアノ独奏曲 演奏会 
 

〈プログラム〉二つのレント／遮られない休息／ピアノ・ディスタンス 

フォー・アウェイ／閉じた眼／雨の樹 素描／閉じた眼 II／リタニ／雨の樹 素描 II 

Tomoki Kitamura plays Toru Takemitsu 
 

2023 年 3 月 21 日［火・祝］ 14：30 開場／15：00 開演 ［3 月 10 日［金］18：30 より関連企画あり］ 

所沢市民文化センター ミューズ キューブホール 

全席指定￥2,300 メンバーズ特割￥1,800 

ミューズチケットカウンター 04-2998-7777 インターネット予約  所沢ミューズ  検索 

発売：メンバーズ 10 月 19 日［水］／一般 10 月 26 日［水］ 

託児（3/21 のみ）：イベント託児・マザーズ〈要予約〉Tel:0120-788-222 0～1 歳:￥2,000 2 歳以上:￥1,000 

主催：公益財団法人所沢市文化振興事業団 制作協力：KAJIMOTO 

武 満 徹 の 音 楽 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



関連企画 ３月 10 日［金］18：30～19：45 ＠キューブホール［入場には 3／21 の公演チケットが必要です。］ 

北村朋幹×武満真樹〈御代田ピアノ演奏付き〉「素顔の武満徹」 
没後 26 年を経てなお人々を魅了し続ける武満徹の音楽。戦後前衛の時代を生

きながらも、心に響く「歌」、琴線に触れる「響き」を求め続けた孤高の作曲家

の素顔に迫ります。誰よりも間近に作曲家である父・武満徹をみてきた長女の

武満真樹が、家族と過ごした時間や柔和でユーモラスな素顔を語ります。 

本企画には、特別に武満徹の仕事場であった長野県御代田の山荘に保管されて

いるピアノを所沢ミューズに持ち込み、北村朋幹の実演を交えながら作品の源

泉と魅力を語り尽くします。 
 

●武満真樹［音楽プロデューサー／武満徹 長女］  

武満徹と若山浅香との間に東京に生まれる。上智大学外国語学部比較文化学科卒。在学中より洋画翻訳に従事し、

その後コンサートや音楽祭の企画、司会、数々の音楽番組制作に携わる。武満徹の音楽を愛する数多くの著名な

音楽家とも交流があり、作曲家であり父である武満徹の魅力を広く発信している。 

 

北村朋幹［ピアノ］    Tomoki Kitamura, Piano 

愛知県生まれ。3 歳よりピアノを始める。浜松国際ピアノコンクール第 3

位、シドニー国際ピアノコンクール第 5 位、リーズ国際ピアノコンクー

ル第 5 位、ボン・テレコム・ベートーヴェン国際ピアノコンクール第 2

位を受賞。2005 年、東京音楽コンクール第 1 位・審査員大賞を受賞。 

2005 年 6 月に初めてのリサイタルを開催。国内はもとより、ドイツ、フ

ランス、イギリス、ベルギーなどヨーロッパ各地でリサイタル、室内楽、

オーケストラとの共演、そして古楽器による演奏を行う。その演奏は「類

稀なる時間の感覚。まるで素晴らしい指揮者によるオーケストラの演奏

を聴いているよう」(パーヴェル・ギリロフ)、「卓抜な詩的感性、そして

哲学的叡智を具えた芸術家」(濱田滋郎)と評された。2019 年からは「Real-

time」と題した自身のリサイタル企画を展開し注目を集めている。 

録音はフォンテックから『遙かなる恋人に寄す―シューマン「幻想曲」か

らの展望―』、『夜の肖像』、『黄昏に-ブラームス／リスト／ベルク作品集』、『Bagatellen』が発売され、レコード

芸術誌など高い評価を得ている。2021 年には、所沢ミューズで収録した『ケージ プリペアド・ピアノのための

ソナタとインターリュード』が令和３年度文化庁芸術祭賞レコード部門優秀賞を受賞し、マーキーホールにおけ

るコンサートでも絶賛を浴びた。 

愛知県立明和高等学校音楽科を経て東京藝術大学に入学、2011 年よりベルリン芸術大学ピアノ科で学び、最優秀

の成績で卒業。これまでに伊藤恵、エヴァ・ポブウォッカ、ライナー・ベッカーの各氏に師事。2018 年よりフラ

ンクフルト音楽・舞台芸術大学でイェスパー・クリステンセン氏のもと、歴史的奏法の研究に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

チケット発売／メンバーズ：10月 19日［水］  一般：10月 26日［水］ 

©TAKA MAYUMI 

武満徹と武満真樹［伊豆の旅館で］ 


